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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

2009.1○ 新年のあいさつ

今
年
モ
～ 

よ
ろ
し
く



伊
佐
市
長

隈 

元　

新
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
伊
佐
の
新
し
い
夜
明
け
を
い
か
が

お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。
伊
佐
市
に
な

り
、
初
め
て
の
お
正
月
を
一
年
の
計
を

立
て
、
ご
家
族
や
地
域
が
動
き
始
め
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も
郡
山
八
幡
神
社

な
ど
三
社
参
り
、
賑
わ
い
の
華
や
か
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
伊
佐
市
の
安
全
・
安

心
と
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

郡
山
八
幡
神
社
は
一
一
九
四
年
、
菱

刈
重
妙
氏
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
神
社

と
い
う
こ
と
で
な
お
さ
ら
伊
佐
市
を
意

識
し
ま
す
。
有
名
な
焼
酎
の
落
書
き
が

伊
佐
の
焼
酎
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
て
く
れ

そ
う
で
す
。子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
、『
伊
佐
』
の
名
前
そ

の
も
の
が
全
て
に
わ
た
っ
て
の
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
こ
と
が
市
政
運
営
の
目
標
で

す
。
歴
史
・
伝
統
と
い
う
縦
糸
と
、
市

民
の
暮
ら
し
と
い
う
横
糸
が
織
り
成
す

薩
摩
の
北
の
都
、
南
九
州
の
州
都
と
な

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

合
併
市
の
発
展
は
お
互
い
の
理
解
と

建
設
的
な
議
論
が
不
可
欠
と
思
い
ま
す

の
で
、
対
話
と
行
動
を
私
の
考
え
方
の

基
本
と
し
て
、
議
会
の
皆
様
と
一
緒
に

な
り
、
大
い
に
市
民
の
皆
様
の
中
に
入

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
四
方
の
山
々
を
眺
め

な
が
ら
、
伊
佐
の
広
大
な
盆
地
を
活
か

し
、
大
い
に
産
業
を
振
興
し
、
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。「
エ
コ
ロ
ジ
ー（
環
境
・

自
然
）」・「
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
経
済
・
産

業
）」・「
カ
ル
チ
ャ
ー
（
文
化
・
教
育
）」

を
ま
ち
づ
く
り
理
念
の
三
脚
と
位
置
づ

け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
伊
佐
市
を
目

指
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
は
そ
こ
に
住
む
人
々
が
主

役
で
す
。
す
べ
て
の
人
に
必
ず
ふ
る
さ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
新
し
い
ふ
る

さ
と
『
伊
佐
市
』
を
、
誇
り
高
く
輝
く

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
民
一
人
ひ
と

り
の
心
が
紡
ぐ
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
の

門
出
を
祝
う
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

初
伊
佐
や
八
幡
様
は
人
の
波　

‐
新
‐

大
地
の
恵
み
を　

人
が
奏
で
る　

だ
れ
や
め
の
郷

ISA City Public Relations  2009.01.01　　�



を
図
り
、
伊
佐
市
の
発
展
と
市
民
の
生

活
向
上
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

世
界
的
な
不
景
気
や
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
公
平
で
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

伊
佐
市
ス
タ
ー
ト
の
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
く
ご
意
義
深
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
一
層

の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
内
の
各
地
域
ご
と
に
鬼
火
焚
き
の

や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

意
識
と
生
き
方
や
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

「
伊
佐
市
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
会
も
12
月
10
日
、
11
日
の
両
日
に
臨

時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
て
、
22
人
の

議
員
が
初
議
会
を
迎
え
ま
し
た
。
初
登

庁
し
た
議
員
の
皆
さ
ん
も
伊
佐
市
の
ス

タ
ー
ト
に
際
し
凛
と
し
た
厳
し
さ
と
熱

意
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
現
在
は
12
月

定
例
議
会
の
開
催
中
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
待
望
の
伊
佐
市
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
合
併
初
年
度
で
も
あ
り

ま
す
の
で
ま
だ
多
く
の
課
題
も
抱
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
私
ど
も
議

員
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
番
近
い
位

置
に
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
や
意
見
を

大
切
に
し
て
執
行
部
と
の
調
整
、
調
和

謹賀新年 2009

伊
佐
市
議
会
議
長

丸 
田　

和 

時

公
平
で

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
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伊
佐市誕生の日。

「 同 じ 伊 佐 市

民になれたね。これ

か ら も よ ろ し く。」

と友人からのメール

が届きました。

　思い浮かんだのは、

合併協議会で重ねた

協議、多くの人の汗

と知恵と膨大な擦合

わせ作業を経て誕生

した伊佐市への想い

と期待でした。

　生まれたてのまち

に漠然とした不安を

感じる方もいらっし

ゃると思いますが、

どこか受身で遠巻き

に心配するより、私

たち一人ひとりが当

事者として問題点に

声をあげ、関わるこ

とが住みよいまちへ

の近道だと思うので

す。

　市民の声が反映さ

れ『人がまちを作り、

まちが人を育てる

…』そんな伊佐市の

近未来図を胸に描き

ながら「こちらこそ

よろしく。」とメー

ルを返信しました。

伊
佐市誕生おめ

でとうござい

ます。伊佐盆地が一

つになり、新しい未

来が始まろうとして

います。

　私たちは、鹿児島

の特産品の一つであ

る芋焼酎を製造して

います。伊佐地区に

あった 11 の蔵が合

併し現在に至ってい

て、入社当時は、米

のおいしい伊佐でで

きた焼酎ですと言い

ながら営業をしてい

ました。伊佐の米は

美味しいとは県内で

も定説で随分助けて

もらいました。

　伊佐は、高いブラ

ンド力を内包してい

ると考えています。

伊佐市になり、市名

とそのブランド力が

線で結ばれました。

今まで、点で攻めて

いたものが、一体と

なり、大きな力にな

ると期待しています。

頑張ろう伊佐市。

こ
こ数年の間で、

だいぶ町並み

が変わってきました。

農協も支所が減り、

少し淋しくなりまし

たが、合併をしてか

ら、以前より窓口に

大口地区のお客さま

が増えました。

　伊佐市になった事

で、それぞれの地区

の方とより一体感が

持てるようになった

気がします。

　伊佐市には誇れる

ものがたくさんあり

ます。季節ごとの風

景や祭りもですが、

米やねぎなどの特産

物が豊富な事です。

　その特産物を活か

したお店や商品を増

やして、県外の方や

地元の若い人たちに

も、もっと伊佐市の

事を知ってもらい、

今後、より活気のあ

るまちづくりをして

いけたらいいなと思

います。

伊
佐市誕生おめ

でとうござい

ます。この伊佐の大

地には、ご存知の通

り豊富な自然が溢れ

ている。子どもたち

には、大切さを伝え、

大人たちはそれを守

り活用し市内外の方

が足を運ぶ仕掛け作

りが必要不可欠だ。

自然とスポーツ、自

然と観光、自然と特

産品などの組み合わ

せを全面に押し出し

て活気ある伊佐市を

作り上げていきたい

と思う。

　市長はじめ議員・

市職員だけでなく市

民総出で共に作り上

げていく時代だ。厳

しい財政状況下、文

句だけを言っていて

も何も改善しない。

もっと議会にも関心

を持ち、共に考え、

共に動く市民の関わ

りが重要だ。喜んで

働く「喜働力」をつ

けていきたい。

左近充　孝子（46）
主婦

向原　英作（49）
大口酒造㈱専務取締役

久保　伊織（21）
伊佐農協菱刈支所

田中　浩太郎（41）
松山紙店

新しく誕生した伊佐市。この『まち』への想いを８人の方々にたずねてみました。
あなたはこれからの伊佐市に対して、どのように想っていますか？

「伊佐市」誕生を迎えて
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伊
佐市章は、穏

やかで地域の

特色が活かされ、た

わわに実った稲穂が

旧市、町を結びつけ

るマークである。

　米の減反政策が始

まった頃、鹿児島県

の大口地方の米は食

味がよく、減反する

必要がないのではと

いうラジオ放送を思

い出す。また大阪方

面に、スシ米として

もてはやされた時代

もあったそうだ。

　伊佐盆地の夏場は

日中高温で夜間温度

が下がり稲の発育に

適している。また、

河川の水も比較的き

れいで米作りにほか

に類のない条件が整

っているので合併を

期に県内だけでなく

全国に伊佐米を農業

関係団体をはじめ、

市政策活動の中に取

り組んでほしい。厳

しい財政を守る一本

柱として、伊佐米を

愛しよう。

お
い 待 て っ！」

逃 げ る 犯 人、

追いかける警察官。

「観念しろ！」

　伊佐警察署での私

の最初の大仕事がこ

の窃盗犯人の逮捕劇

です。これは地域住

民の協力により成し

遂げられたもので、

忘れられない思い出

となりました。

　伊佐市の誇るべき

強みは地域の結束力

です。公民会、各種

ボランティア団体、

そして地域住民が団

結することで治安が

安定しているのです。

　警察だけで地域の

安全を守ることは困

難です。住民の方々

が結束力を緩めず、

さらに地域と警察が

相互に連携しながら

治安を守ることが大

事だと思います。

　将来、再びこの地

に赴任した時、伊佐

市が現在以上に「安

全・安心のまち」と

なっていることを願

っています。

忠
元台地にある

大口明光学園

からは、山々にかか

る一面の雲海や夕焼

けを受けて赤紫に色

付く雲が見られ、静

まり返った夜には満

天の星が映し出され

ます。

　自然と地域の人び

との温かい笑顔に見

守られて、17 年間

育てていただきまし

た。 私 は 大 学 進 学

で、これから自分の

道を歩もうとしてい

ます。

　この地を離れて初

めて、たくさんの恩

恵に気づき、それが

私の心の支え、誇り

になっていくと思い

ます。その支えをば

ねに、将来の道を深

め広げていきたいと

思います。伊佐が私

たちをいつも温かく

迎え入れてくれる美

しい故郷であること

を願っています。

大
地の恵みを人

が奏でるだれ

やめの郷！

　目標将来像の実現

化を目指して、いよ

いよ伊佐市が始動開

始しました。この合

併にいたるまで、私

もいろんな方々と出

会って教わることが

多々ありました。伊

佐市民・行政・地域

が一体となり、いま

までの歴史・文化・

教育など、お互いの

素晴しいことは継承

しながら、活気溢れ

る、笑みが溢れる、

伊佐の大地になるよ

う、時代の担い手に

なれるように、私も

一市民として努力を

したいです。

　私は、湯之尾温泉

で旅館を経営してい

ますが、今後も伊佐

の御馳走を焼酎と共

に提供していきたい

です。

　伊佐の大地と恵み

に　乾杯！

松下　竹二郎（72）
本城校区公民館指導員

「

井之上　誠（36）
伊佐警察署羽月駐在所

日髙　柔（18）
大口明光学園高等学校

長野　則夫（44）
旅館「鶴屋」

「伊佐市」誕生を迎えて
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行政からのお知らせ

対象となるもの
〇肥料については、平成 20 年肥料年度（20 年 7 月～ 21 年６月）に肥料購入し、期間中に施肥・

　作付けを開始する作物の肥料費

〇燃油については、本年秋～来年春にかけての施設園芸に加温を要する燃油費

申請手続　所定の申請用紙に、ＪＡの方は各部会ごとに申請し、それ以外の方はグループで申請

　　　　　してください。（申請用紙は問い合わせ先に準備しています。）

提出期限　平成 21 年１月 31 日

提 出 先　大口市・菱刈町水田農業推進協議会、市農林建設課（大口）または市農林課（菱刈）

助 成 金　助成金は燃油・肥料の注文・購入予定数量がほぼ確定した時点で概算払とし（３月頃）、

　　　　　収穫後に使用量を確定の上、差額を精算します（４月以降）。

肥料・燃油高騰対策助成事業について
　近年の燃油価格や肥料価格の高騰は、農業経営に深刻な影響を及ぼすことから、燃油の使用量や化
学肥料の施用量を２割以上低減する技術を導入した農業者グループに対し、肥料・燃油費の増加分の

７割を助成する緊急対策が、今年度の国の補正予算により行われます。

【事業のイメージ図】

　全ての作物が対象か？
　肥料対策については、肥料を施用する全ての作物が対象となります。
　ただし、水稲農家の場合、20 年産の生産調整を実施しているか、又は 21 年産において生産調整の実施
を確約することが必要です。また、燃油対策については、施設園芸作物のみが対象です。

申請手続のＱ＆Ａ

　２割以上の使用量の低減はどのようにして判断するか？
　低減取り組みの判定については、省エネ技術・施肥低減技術の利用状況をチェックシート判定します。
　申請の際の計画書に、「燃油・肥料を２割以上低減する」、「１割程度低減する」技術が定められており、
２割以上低減技術に関しては１つでも取り組むことで、また１割程度低減する技術に関しては２つ以上組み
合わせて取り組むことで使用量を低減したと見なされます。これまでに２割以上の低減努力をしてきた農家
は、本年度において、何らかの追加的な取組み（例：暖房・保温設備のきめ細かな点検・補修や、有機質肥
料の導入など）を行うことで対象となります。

　燃油・肥料の使用量は何で確認するか ?
　それぞれの使用量は購入伝票や領収書、農協などの納品記録等で確認します。

Ｑ
A

Ｑ
A

A
Ｑ

前年度肥料費

助成額
（10分の7）

肥料

増加分 20％
削減分

19肥料年度
の肥料費

20肥料年度
（H20.7～21.6）

の肥料費

燃油費

助成額
（10分の7）

燃油

増加分 20％
削減分

実
証
年
度
肥
料

実
証
年
度
燃
油
費

19年度燃油費

20年度燃油費

｛｛

問い合わせ先
大口市・菱刈町水田農業推進協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ ㉒２１３３

市農林課（菱刈庁舎）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ㉓１３１１内２２４６

鹿児島県姶良・伊佐地域振興局農林水産部大口支所（農林普及課）　　　　　　　　　☎ ㉓５１３９
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Government Infomation

第36回大口市社会福祉大会表彰

　またとない晴天となった 12 月７日に、第１回目となる

伊佐市ふれあい駅伝競走大会が開催されました。

　各地区から参加した 14 のチームは午前 10 時に菱刈農

村環境改善センター前をスタート、ふれあい道路を北上し

て平出水を経由、ゴールとなった伊佐市陸上競技場までの

13 区間２４．２ｋｍを駆け抜けました。沿道ではひいきの

チームや選手を応援しようとたくさんの市民が声援を送る

なか、大口中央チームがトップでゴール、この大会の初代

優勝チームとなりました。

①大口中央　１時間 18 分 16 秒

②忠元　　　１時間 18 分 23 秒

③山野　　　１時間 22 分 40 秒

区間賞
①内山　弦太（忠元）　　　　２分 35 秒

②森田　大貴（大口中央）　　９分 48 秒

③本村　輝（菱刈）　　　　　６分 52 秒

④瀬戸口　蓮（大口中央）　　７分 33 秒

⑤濱﨑　蓮（大口中央）　　　３分 20 秒

⑥米盛　誠（忠元）　　　　　５分 40 秒

⑦松木　祐二（本城）　　　　９分 21 秒

⑧小俵　夏津希（忠元）　　　３分 20 秒

⑨鶴丸　勝文（曽木）　　　　４分 24 秒

⑩宮元　愛実（大口中央）     　４分７秒

⑪瀬戸口　凌（大口中央）　　５分 23 秒

⑫坂元　政太郎（羽月）　　　４分 33 秒

⑬楠木　健（忠元）　　　　　８分 18 秒

④本城　　　⑤田中Ａ　　⑥羽月　　　⑦菱刈

⑧湯之尾Ａ　⑨針持　　　⑩曽木　　　⑪牛尾

⑫田中Ｂ　　⑬湯之尾Ｂ　⑭田中Ｃ

各チーム成績

　「伊佐市へつなごう　福祉のこころ」

をスローガンに、第36回大口市社会福

祉大会が、10月26日大口ふれあいセン

ターで開催され、県立北薩病院の先生に

よる基調講演や永年にわたって社会福祉

の増進に功績のあった方々の表彰が行わ

れました。

　表彰された方々は次のとおりです。

会長表彰
【功労者】
山本　眞一　　　（大口）

税所　ふぢ子　　（山野）

西口　美鈴　　（大口東）

谷口　忠弘　　　（大口）

有薗　スエ子　　（大口）

大保　ミチ子　　（大口）

宮脇　信子　　　（菱刈）

上園　成子　　（羽月西）

苙口　喜代子　　（山野）

石本　祐子　　（羽月西）

藺牟田　あけみ（大口東）

吉元　和代　　（羽月西）

濱口　良子　　（羽月北）

坂口　勝美　　　（牛尾）

鉾之原　博　　　（大口）

阿田　幸子　　（羽月西）

有山　繁　　　　（牛尾）

福祉作文コンクール表彰
【優秀賞】
外囿　梨奈　（大口小６年）

花木　祐介　（大口中３年）

【優良賞】
外囿　大也　（大口小２年）

山口　颯士　（大口小６年）

中村　翔平　（山野中３年）

沖田　咲桜（大口南中３年）

【入選】
隈元　英　　（山野小１年）

大濱　真奈　（曽木小２年）

内藤　美聡　（大口小２年）

長谷川　鈴郁（山野中１年）

伊佐市ふれあい駅伝
大口中央が優勝！
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　11 月 22・23 日、第 47 回目を迎えた曽木の滝公園もみじ祭り

は、あいにくの天候にもかかわらず市内外から約４万人の見物客が

訪れ、祭りや紅葉をおもいおもいに楽しみました。また、日没に合

わせて行われた滝のライトアップショーにも寒いなかにもかかわら

ず大勢の客が訪れ、ライトに照らし出されたみごとな紅葉を写真に

収める姿が多くみられました。

大勢の観客で賑わう

第47回曽木の滝公園もみじ祭り
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『黒豚まつり』賑わう

　11 月 9 日、羽月西小学校では、羽月西校区

コミュニティ協議会の主催で「羽月西校区文化

祭＆黒豚まつり」が開催されました。

　祭りでは、全国的にも有名な黒豚の特別販売

が行われ、販売所前には２時間も前から行列が

でき、準備された豚肉はあっという間に売り切

れました。

　また、吹奏楽の演奏、児童による「棒踊り」

などが披露されるなか、黒豚の入った餃子や焼

肉なども振舞われました。ほかにも、ビンゴ大

会やグラウンドゴルフ大会の賞品も黒豚と、黒

豚産地ならではの、とっても美味しいお祭りで

した。

　11 月９日、田中小学校で第 1 回田中フェス

タが開催されました。これは、例年田中ふるさ

と館を会場に校区公民館が主催して行っていた

校区文化祭を小学校とタイアップして、学習発

表会と合同で行ったものです。

　この日は、午前中は児童の学習発表会、午後

からは校区文化祭が行われ、会場は大勢の観客

で賑わいました。また、体育館前ではＰＴＡバ

ザーも催され、うどんや焼き鳥など色々な食べ

物も販売されました。文化祭の最後には、校庭

で郷土芸能保存会による「田中種子島踊り」も

披露され、後継者である小学生も多数踊りまし

た。

第1回田中フェスタ開催

　11 月 23 日、菱刈川北の湯之尾神社で郷土

芸能「湯之尾神舞」（ゆのおかんまい）の奉納

が行われました。起源の詳細は不明ですが、約

300 年以上にわたって伝承されていると考え

られ、鹿児島県の無形民俗文化財にも指定され、

その伝承活動は、湯之尾神舞保存会が中心とな

って行っています。

　当日はあいにくの雨で、会場を湯之尾神社近

くの屋内ゲートボール場に移して行われました

が、今年は３年に１度の大祭の年で、伝承され

ている 26 番すべての舞を、午後４時から深夜

１時近くまでかけて、舞人・楽人等あわせて総

勢約 50 人が奉納しました。この日は市内外か

らも大勢の観客が詰め掛け、龍蔵舞などの優雅

な舞や、田ノ神舞などのユーモアあふれる舞に

見入っていました。

湯之尾神舞奉納

　伊佐市誕生記念にイベントをと、和太鼓衆「鼓

動塾」を中心に実行委員会を結成し、11 月８日、

伊佐市文化会館で誕生記念コンサートが行われ

ました

　コンサート終盤には、「TAO」と「鼓動塾」

の共演があり会場全体も盛り上がりました。

伊佐市誕生記念
「TAO」コンサート
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　10 月に鹿児島市で行われた「ＫＫＢふるさと

ＣＭ大賞」の審査会で、大口と菱刈の 30 秒コマ

ーシャル２作品がそれぞれ賞を獲得しました。

　旧大口市は「ふるさとの風景あります」で優秀

賞（50 回の放送権）、旧菱刈町は「町市合わせて

超幸せな街伊佐市」でアイデア賞（30 回の放送権）

を受賞いたしました。

　このＣＭは，１月から９月までの間に，ＫＫＢ

鹿児島放送で放送されることになります。

「ＫＫＢふるさとＣＭ大賞」でダブル受賞

　11 月 28 日に行われた下手水天神社の例祭

で、下手地区に伝承されている三つの郷土芸能

（錫杖踊・三尺棒踊・鎌手踊）から、今年は下

手錫杖踊（正式名称「菱刈町の錫杖踊」）が奉

納されました。この錫杖踊は県指定文化財に指

定されていて、右手に錫杖（法具の一種）、左

手にカマ（山刀）を持った踊り手が、歌い手の

歌にあわせて、錫杖・カマを振り鳴らしながら

踊りました。

　また、この地区には「ソバ祭り」の風習も残っ

ていて、この日の夜、地区の家々では来訪者に

「ソバ」が振る舞われました。

　11 月 15 日・16 日、伊佐市総合グラウンド

をメーン会場に、大口ふるさと祭りが開催され

ました。

　会場には、51 の出店やコーナーで特産物や

新鮮野菜の即売会があり多くの市民でにぎわい

ました。特設舞台では、大口中学校吹奏楽部の

演奏、山野保育園のゆうぎ、JA 伊佐女性部の

踊りや、和太鼓演奏、歌謡トークショーなど多

彩な演目が催されました。また、祭りとあわせ

て小・中学生バレーボール大会、バドミントン

大会も同時開催され、各会場では熱戦が繰り広

げられました。

大口ふるさと祭り 今年は下手錫
しゃく

杖
じょう

踊が奉納される
～下手水天神社～

全国高校サッカー選手権大会
　　神園　優（大口南中学校出身）

　第 87 回全国高校サッカー選手権鹿児島県大会で鹿

児島城西高校サッカー部が優勝し、同サッカー部でゴ

ールキーパーを務める大口南中学校出身の神園優選手

が、12月30日から開催される全国大会に出場します。

同校は、大会２日目の 12 月 31 日第１試合で、青森

県代表の青森山田高校と対戦します。ぜひ勝ち進んで、

国立競技場での神園選手の勇姿がみられることを期待

いたします。
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　11月25日の早朝、もみじ祭りの会場となっ

た曽木の滝公園で、林建設株式会社の皆さん

（25人）が清掃活動を行いました。２時間ほ

どの作業で、通路に散らばっていた落ち葉など

軽トラック３台分が集められました。

　多く人々が訪れる曽木の滝公園の清掃、早朝

からありがとうございました。

　今年も曽木地区のイルミネーションが点灯さ

れました。水面鏡に映えるイルミネーションが、

道行く人を楽しませています。このイルミネー

ションは１月 10 日まで点灯されます。

　永年にわたって社会福祉業務に精励し功績が

顕著で、社会福祉事業発展のために貢献された

次の方々に対し、県知事表彰が贈られました。

【民生委員児童委員】

坂本　眞理子（山野・写真左）

萩嶺　節子（山野・写真右）

【社会福祉施設の職員】

池田　ミエ子（大口東）

【社会福祉事業関係団体の役職員】

竹添　壽（山野・写真中）

※池田さんは当日欠席されました。

　昨年の 10 月で結成 45 周年を迎えられた大

口菱刈ライオンズクラブ（大橋晋会長）が記念

事業の一環として、伊佐湧水消防組合に広報車

一台を寄贈されました。また、国道２６７号久

七トンネルの着工に尽力された故寺田宰さんの

功労をたたえる顕彰碑を伊佐市側トンネル入り

口に建立されました。

社会福祉功労者県知事表彰

曽木の滝公園を清掃

イルミネーション点灯

農林水産大臣感謝状

　永年にわたり農林

水産統計調査にご尽

力いただいた永野治

喜さん（湯之尾）に

農林水産大臣感謝状

（10 年表彰）が贈ら

れました。

結成 45 周年を迎えました
～大口菱刈ライオンズクラブ～
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品
を
引
き
渡
す　

代
金

を
支
払
う
）
を
果
た
す
こ
と
で
、
お
互

い
の
権
利
（
商
品
を
手
に
入
れ
る　

代

金
を
も
ら
う
）
も
守
れ
る
の
が｢

契
約｣

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
片
方
か
ら
勝

⇔

⇔
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私たちの学校生活
Our School Life!

大口小学校

三
つ
の
学
校
自
慢

　

一
つ
目
の
学
校
自
慢
は
、
ト
ム
ソ
ー
ヤ
の
森
と
で

も
呼
び
た
く
な
る
よ
う
な
緑
豊
か
な
城
山
で
す
。
大

口
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
場
所
で
す
。
城
山
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
で
体
を
鍛
え
、
秘
密
基
地
を
作
り
、
ク
ワ

ガ
タ
や
カ
ブ
ト
虫
を
採
り
、
鬼
ご
っ
こ
を
し
、
時
折
、

ハ
チ
に
驚
か
さ
れ
な
が
ら
も
四
季
の
変
化
を
全
身
で

感
じ
て
逞
し
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
宝
の
山
で
す
。

　

二
つ
目
の
自
慢
は
、
と
て
も
大
き
く
立
派
な
体
育

館
で
す
。
太
陽
光
発
電
設
備
を
備
え
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
発
電
量
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
環
境
教
育
に
も
役
立
つ
施
設
で
す
。
体
育
の
授

業
や
学
校
行
事
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
も
と
よ
り
、

毎
晩
、
地
域
の
方
々
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
自
慢
は
、
何
に
で
も
積
極
的
に
挑
戦
す

る
大
口
小
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
今
、
学
校
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
名
人
が
続
々
誕
生
し
て
い
ま
す
。
詩
の

暗
唱
名
人
、
一
輪
車
・
カ
ッ
プ
ス
タ
ッ
ク
ス
・
竹
馬
・

け
ん
玉
・
詩
吟
・
居
合
い
道
・
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
べ

ー
ご
ま
・
長
縄
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
・
短
縄
は
や
ぶ
さ
・

つ
ば
め
等
々
子
ど
も
た
ち
の
持
つ
無
限
の
可
能
性
に

日
々
驚
か
さ
れ
て
、
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
な

に
よ
り
、
こ
の
子
ら
を
日
々
励
ま
し
、
見
守
り
、
学

校
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
・
地
域
の
方
々
、

こ
の
よ
う
な
伊
佐
大
口
の
教
育
風
土
が
自
慢
で
あ

り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

未
来
へ
羽
ば
た
け
大
口
っ
子

▲学校の機関車として頑張る６年生（伊佐市立大口小最初の卒業生になります。）

　小学校教育の眼目は、「自立のための基礎づくり」と

信じ、足下を直視し、まずは、素直に耳を傾けられる子

にと願い「きく」にこだわって校内研究を進めてきまし

た。子どもたちに要求する前に、教師の発話力を磨く必

要性に気付き、努力している所です。「楽しみを持って

登校～満足して下校」できる学校づくりにこれからも職

員一丸となって頑張ります。

き（聞・聴・訊）く力を！

大口小学校
杉山 秀樹  校長

注：カップスタックス（カップを並べピラミッドをつくり元に戻すまでのタイムを競う集中力と俊敏性を養う競技）

　　リフティング（サッカーボールを地面に落とさないように蹴り続けること）

　　ダブルダッチ（回っている二本の長縄の中で跳ぶ競技）
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
１
７

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。お
正
月
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
新
た
な
年
の
幕
開
け
を
迎
え
て
皆

さ
ま
が
心
に
誓
う
今
年
の
抱
負
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　

「
も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
」
と
願
う
人

や
、
い
ろ
い
ろ
と
運
動
や
食
事
に
気
を
つ
け

て
き
た
け
れ
ど
も
途
中
で
挫
折
し
て
し
ま
う

事
が
多
か
っ
た
人
も
、「
今
年
こ
そ
は
！
」

と
新
鮮
な
気
持
ち
で
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
へ
朗
報
が
あ
り
ま
す
！

　

『
も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
教
室
』
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
よ
り
も
っ
と
元
気
に
過
ご
し
て
い
く
た

め
に
食
事
や
運
動
の
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ

け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
日
々
生

活
す
る
な
か
、
疑
問
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
人

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
教
室
は
、
そ

の
具
体
的
な
方
法
が
楽
し
み
な
が
ら
、
し
か

も
効
果
的
に
身
に
つ
く
健
康
教
室
で
す
。

　

食
事
や
運
動
を
軸
と
し
た
望
ま
し
い
生
活

習
慣
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
生

活
習
慣
病
予
防
に
共
通
す
る
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
分
か
り
や
す
く

て
楽
し
い
運
動
実
践
と
食
事
の
取
り
方
に
つ

い
て
の
健
康
教
室
を
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
講
座
を
受
講
さ
れ

る
こ
と
で
、
今
後
ま
す
ま
す
元
気
に
地
域
で

の
生
活
を
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
室
の
内
容　

　

運
動
実
践
、
栄
養
指
導
、
講
話

講　
　

師　

　

健
康
運
動
指
導
士
、
管
理
栄
養
士
、
保
健

師対
象
者

　

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人
、
ま
た
は

血
糖
値
が
高
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る

人
。（
先
着
20
名
）

申
込
期
間　

１
月
５
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

１
月
16
日
（
金
）

※
参
加
申
込
み
を
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
く

　

わ
し
い
日
程
表
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

『もっと健康になりたい教室』
のお知らせ

回 日程 時間 場所 内容

１ ２月  ２日（月） 午後１時半～４時 大口元気こころ館 運動講座①、講話

２ ２月16日（月） 〃 まごし館保健センター 食事講座①、講話

３ ２月23日（月） 〃 まごし館保健センター 食事講座②、講話

４ ２月27日（金） 〃 まごし館保健センター 食事講座③、講話

５ ３月  ５日（木） 〃 大口元気こころ館 運動講座②、講話

６ ３月19日（木） 〃 大口元気こころ館 運動講座③、講話
※原則として全日程を受講していただきます。どうしても都合がつかない日がある場合

　は、申込みの際にご相談ください。

『もっと健康になりたい教室』日程



15　　広報いさ  2009.01.01

図書館へようこそ
Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７

菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【１月の休館日】
１月 １日（木）・ ２日（金）・ ３日（土）

　　 ４日（日）・ ５日（月）・13日（火）

　　19日（月）・26日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
　１月 24 日（土）10:30 ～

【おすすめの一冊】
モダンタイムス／伊坂幸太郎
　前作「ゴールデンスランバー」で山本周五郎賞、

本屋大賞を受賞した人気作家の最新作。500 ペ

ージを超える長編ですが、先の読めないスリリン

グな展開と著者特有の軽いタッチの文章が絶妙で

ページをめくる手が止まりません。

　タイトルからチャップリンの映画を連想した方

は関連性を考えてみるのもいいかもしれません。

【児童（絵本）】

ひとあめあがり 川端誠

おせちいっかのおしょうがつ わたなべあや

ヘンリー・ブラウンの誕生日 エレン・レヴァイン

この世でいちばんすばらしい馬 チェン・ジャンホン

【児童（よみもの）】

おばけのゆびきり 那須正幹

あたしが部屋から出ないわけ アメリー・クーテュール

ハナと寺子屋のなかまたち 森山京

【一般】

エッジ（上・下） 鈴木光司

壺霊（上・下） 内田康夫

ほうき星（上・下） 山本一力

金魚生活 楊逸

サンタエキスプレス季節風冬 重松清

絵本の中の幸せスープレシピ 東條真千子

手づくり味噌 永田十蔵

自然派おそうじの基本と習慣 文化出版局

【今月の新刊本】【ご利用案内】
本や資料を借りる時
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に住

所を有する人か伊佐市内に所在する職場・

学校に通勤・通学をされている人であれば

借りられます。

開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）

午前９時～午後５時（日曜、祝日）

休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）

年末年始（12 月 28 日～１月４日）
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伊佐市からのお知らせ

建築設計・施工・水道・設備・サッシ・建材・製材

住所:伊佐市大口小木原899

TEL:0995-22-0425 タケシタ有限
会社

合格鉛筆受験生のお守りに

五角形鉛筆
マークシート専用芯採用

書き易く、消しやすい

松山紙店
オリジナル

五角形⇒五角⇒ごかく⇒ごうかく⇒合格⇒合格鉛筆

５本セット
12 本セット

¥
¥

555
1,260

広告 広告

スペシャルセット！￥777

日　
　

時　

１
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　

18
時
～
翌
日
11
時
ま
で

※
た
だ
し
、
氷
が
溶
け
る
と
危
険
な
た
め
、

　

予
定
よ
り
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

会　
　

場　

伊
佐
市
文
化
会
館
前
広
場

募
集
団
体

▽
氷
の
彫
刻
制
作
団
体
（
17
団
体
予
定
）

〇
氷
柱
（
50
㎝
×
１
０
０
㎝
×
25
㎝
）
は
１

　

団
体
に
つ
き
10
本
を
予
定

〇
製
作
開
始
時
間
は
1
月
31
日
（
土
）
18
時

　

か
ら

〇
参
加
料
（
１
団
体
１
万
円
）
が
必
要
で
す
。

▽
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
・
ハ
ン
ヤ
出

　

場
団
体

〇
１
団
体
に
つ
き
演
技
時
間
は
10
分
程
度

〇
演
技
開
始
は
１
月
31
日
（
土
）
19
時
か
ら

〇
演
技
の
た
め
の
音
楽
は
各
団
体
で
準
備
す

　

る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

ア
イ
ス
カ
ー
ビ
ン
グ
in
伊
佐
実
行
委
員
会
事

第
14
回
「
氷
の
祭
典
」
ア
イ
ス
カ
ー

ビ
ン
グ
in
伊
佐
参
加
者
募
集

募
集
期
間　

１
月
26
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

２
月
13
日
（
金
）
ま
で

入
学
試
験　

２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

受
付
９
時
～
９
時
30
分

合
格
発
表　

２
月
18
日
（
水
）

試
験
科
目
等

　

国
語
、
作
文
、
面
接

提
出
書
類

〇
入
学
願
書（
本
校
所
定
の
も
の
）、写
真（
名

　

刺
大
・
上
半
身
）
を
添
付

平
成
21
年
度
大
口
伊
佐
医
師
会
立
准

看
護
学
校
生
徒
募
集
（
３
次
募
集
）

　

就
労
を
希
望
す
る
女
性
の
方
々
を
支
援
す

る
た
め
、
女
性
の
就
労
に
際
し
て
必
要
と
な

る
ス
ト
レ
ス
対
処
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

講　
　

師

　

平
川
真
理
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
鹿
児
島
）

費　
　

用　

無
料

日　
　

程

▽
第
1
回
「
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
職

　

業
」

　

日
時　

1
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
第
２
回「
ス
ト
レ
ス
対
処
法
と
対
人
関
係
」

　

日
時　

１
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　
　

所

　

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室

対
象
及
び
定
員

　

毎
回
受
講
で
き
る
県
民
30
人
程
度
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

※
託
児
は
要
予
約

申
込
方
法

　

は
が
き
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号
を

就
労
を
目
指
す
女
性
の
た
め
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

募　

集

務
局
（
市
地
域
振
興
課
内
）

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
５
３

FAX:0995-22-6456
e-mail:ytake@star.ocn.ne.jp

新春のお喜びを申し上げます。

 本年もよろしくお願い致します。

代表取締役　竹下信一

歯
科
衛
生
士
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
健
康
増
進
課
で
は
、
乳
幼
児
健
診
や
成

人
歯
科
健
診
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け

る
歯
科
衛
生
士
（
パ
ー
ト
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
日
数

　

４
月
は
20
日
間
。
５
月
以
降
は
、
月
に
５

～
６
日
間
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
人
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
１
３

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
０
３

０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
４
０

h
a
rm

o
n

y
@

k
a
g
o
sh

im
a
-p

a
c
.jp

〒 895-2512
　伊佐市大口元町 19-3
　℡　0995-22-0219
　　　http://www.bungu-ya.net
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衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

伊
佐
市
で
は
、
浄
化
槽
清
掃
業
は
㈲
大
口

伊
佐
清
掃
社
１
社
の
み
に
許
可
を
与
え
て
あ

り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
管
内
に
お
い
て
無
許

可
の
業
者
が
浄
化
槽
が
汚
れ
て
い
る
の
で
清

掃
が
必
要
と
、
各
家
庭
を
訪
問
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
の
清
掃
は
、
廃
棄
物
処
理
法
及
び

浄
化
槽
法
に
基
づ
き
許
可
業
者
し
か
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

☎
㉓
０
３
１
６

第
55
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
１
月
26
日
の
文
化

財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、
市
内
文
化
財
の
防

火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
近
隣
の
皆
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

１
月
26
日
（
月
）

実
施
場
所
と
時
間

▽
箱
崎
神
社　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

▽
白
木
神
社　
　
　

15
時
～
15
時
20
分

▽
郡
山
八
幡
神
社　

15
時
45
分
～
16
時
５
分

▽
祁
答
院
家
住
宅　

16
時
30
分
～
17
時

日　
　

時　

１
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

受
付　

13
時
～

　
　
　
　
　

開
始　

13
時
30
分
～

場　
　

所

　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
　

容　

講
演
「
介
（
快
）
護
の
た
め
に
」

講　
　

師

　

長
丸
修
一
氏
（
脊
髄
損
傷
四
肢
マ
ヒ
の
方

で
口
で
絵
を
描
か
れ
る
）

対
象
者

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
場
料　
　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

介
護
老
人
保
健
施
設
は
や
ひ
と☎

㉒
８
０
０
０

平
成
20
年
度
第
２
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会

お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
生
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

〇
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学
習

　

す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て

　

入
学
で
き
ま
す
。

〇
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の

　

人
な
ら
、
無
試
験
で
全
科
履
修
生
と
し
て

　

入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４

　

単
位
を
取
得
し
、卒
業
す
る
と
、学
士
（
教

　

養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

〇
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人
に

　

は
、「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
も
実
施
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

２
月
28
日
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
３
９
・
３
８
１
１

「からだが求める水，電解還元水！」
使って良かった !! の声を頂いて８年！

体に良い水，おいしい水
あなたも，還元水生成器レンタルしませんか

月々 2,900 円で使い放題，あと一切の
負担もありません（解約も可，工事もなし）
10 日間の無料おためし実施中・そのあと判断

体験終了後の費用請求，再訪問，電話等も一切致しません。

「最初，電話するまでは不安だったが，
思い切って電話してよかった」

【特典】（離島を除く県下ＯＫ）
○継続６年使用で自分のものに
○使用料以外すべて無料

（カートリッジ交換等）

気になる体質改善
医療用具として承認された電解還元水は
慢性下痢・制酸・消化不良・胃腸内異常
発酵・胃酸過多に効果があります。

水と健康のロイアル
体験者の
声

詳しくは，大口営業所

伊佐市大口里134-4
製品寸法
高345×幅238×奥行152mm

℡ 0995-22-7595（田畑）

広告

㉒
４
８
６
８

ro
u

k
e
n

@
h
a
y

a
h
ito

.c
o
m

〇
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
）
証
明
書
、
高
校

　

成
績
証
明
書

〇
受
験
料
１
０
、０
０
０
円

請
求
方
法

　

自
宅
住
所
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
に
80
円

切
手
を
貼
っ
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５―

２
５
２
１

伊
佐
市
大
口
鳥
巣
４
５
０
番
地

大
口
伊
佐
医
師
会
立
准
看
護
学
校

☎
・
　
㉒
８
８
０
２
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伊佐市からのお知らせ

あけましておめでとうございます

○好評につき、今年からさくらポイント３倍の日を増やします。

毎週金よう日が３倍です！！
○さくら満点カードのご利用分には、いつでも３倍のポイント進呈！

○さくら商品券（500 円券）にはいつでも２倍のポイント進呈！

2009年も さくらカード の若宮石油をよろしくお願いします。

この広報紙をご持参の上、千円以上お買上の方に、洗車WAXセルフコースを無料進呈！2009年1月31日まで

500 円券の場合→1,500 円分　700円券の場合→2,100 円分

郡山八幡神社の下（旧道沿い）

有限会社　若宮石油
℡：0995-22-2089
営業時間：平 日　午前7:00～午後7:00
　　　　　日 祝　午前8:00～午後6:00

若宮石油

　

８
０
２
０
運
動
（
80
歳
で
噛
め
る
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
残
す
）
の
一
つ
と
し
て
、「
お

い
し
く
食
べ
て
明
る
い
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に

伊
佐
地
区
８
０
２
０
運
動
推
進
研
修

会
を
開
催

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指
名

願
い
）
を
受
付
け
ま
す

保
育
園
入
所
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
所
を
希

望
さ
れ
る
人
の
聞
き
取
り
調
査
を
含
む
正
式

な
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
新
規
入

所
希
望
の
人
及
び
継
続
入
所
希
望
の
人
と
も

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
日
は
保
育
園
ご
と
に
日
程
を
組
ん
で

あ
り
ま
す
が
、
都
合
の
悪
い
人
は
指
定
の
日

以
外
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
指
定
日
以
外
の
受
付
は
福
祉
事

務
所
（
大
口
庁
舎
）
の
み
と
な
り
ま
す
。

受
付
日

広告

　

平
成
21
・
22
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設

工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
物
品
購
入

等
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指

名
願
い
）
の
受
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

期　
　

間　

１
月
５
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

３
月
２
日
（
月
）

提
出
書
類

　

国
土
交
通
省
統
一
様
式
又
は
県
様
式
に
準

ず
る
。

※
詳
し
く
は
、
伊
佐
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
建
設
・
コ
ン
サ
ル

　

市
建
設
課
管
理
係
（
菱
刈
庁
舎
）

　

☎
㉓
１
３
１
１
内
２
２
２
７

▽
物
品
（
役
務
）

　

市
会
計
課
管
理
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
８
３

し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　
　

時　

１
月
18
日（
日
）『
い
い
歯
の
日
』

　
　
　
　
　

受
付　

13
時
30
分
～

　
　
　
　
　

開
会　

14
時
～

場　
　

所

　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
　

容

〇
８
０
２
０
達
成
者
表
彰

〇
講
話
「
食
育
で
つ
く
る
顔
と
心
と
歯
な
ら

　

び
」（
講
師
＝
土
持
歯
科
医
院
長　

土
持

　

正
先
生
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
区
８
０
２
０
運
動
推
進
委
員
会
事
務

局
（
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
）

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
１
５

▽
１
月
21
日
（
水
）　

　
　

大
口
保
育
園
・
大
口
里
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
22
日
（
木
）　
　
　

明
徳
寺
保
育
所
・
山
野
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
23
日
（
金
）　
　

羽
月
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
26
日
（
月
）　

　
　

あ
ゆ
み
保
育
園
・
紅
洋
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
27
日
（
火
）

　

み
ど
り
保
育
園
・
市
外
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
28
日
（
水
）

田
中
保
育
所
・
徳
辺
保
育
所
希
望
者

▽
１
月
29
日
（
木
）

慈
光
保
育
園
・
ひ
し
か
り
保
育
園
希
望
者

▽
１
月
30
日
（
金
）

湯
之
尾
保
育
園
・
本
城
保
育
園
希
望
者

受
付
場
所
・
時
間

　

1
月
21
日
～
1
月
27
日　

　

市
福
祉
事
務
所
前
会
議
室
（
大
口
庁
舎
別

　

館
１
階
奥
）
９
時
～
17
時

　

1
月
28
日
～
1
月
30
日

　

市
地
域
総
務
課
隣
り
和
室
（
菱
刈
庁
舎
）

　

９
時
～
17
時

持
参
す
る
も
の

○ 

源
泉
徴
収
票
（
な
い
場
合
は
こ
れ
に
変

　

わ
る
も
の
）

○
就
労
証
明
書
等

○
家
庭
調
査
票

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
６
２
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（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

荒
木　

裕
翔
（
理
博
・
馬
場
）

下
田　

み
な
み
（
真
也
・
湯
之
尾
団
地
）

山
下　

莉
央
（
さ
つ
き
・
大
島
北
）

鎌
田　

瑚
子
（
晃
一
・
湯
之
尾
新
町
）

瀬
之
口　

健
太
（
修
・
下
青
木
）

柿
木　

太
志
（
伸
一
・
渕
辺
）

島
崎　

和
葉
（
圭
介
・
西
本
町
）

田
﨑　

徠
夢
（
博
文
・
郡
山
団
地
）

赤
瀬
川　

由
妃
那
（
和
寿
・
東
元
町
）

前
田　

小
菊
（
一
洋
・
高
校
西
）

沖
田　

唯
香
（
史
耶
・
下
青
木
）

堂
薗　

拓
馬
（
正
義
・
高
塚
）

山
口　

乃
笑
（
英
仁
・
大
島
北
）

蓑
田　

ゆ
り
奈
（
稔
・
高
柳
）

岩
下　

遙
之
介
（
大
志
郎
・
朝
日
団
地
東
）

森
山　

美
優
（
友
和
・
牛
尾
）

上
田　

啓
仁
（
次
郎
・
木
ノ
氏
）

北
鶴　

和
志
（
亮
二
・
後
村
）

（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

會
町　

就
美　
　
　

50　

（
牛
尾
）

前
原　

民
子　
　
　

75　

（
八
坂
町
）

石
原　

未
義　
　
　

97　

（
諏
訪
馬
場
）

前
田　

コ
ト　
　
　

95　

（
上
ノ
馬
場
）

安
田　

キ
ヨ
子　
　

73　

（
上
元
町
）

五
十
嵐　

敏
子　
　

79　

（
上
新
町
）

永
谷　

利
子　
　
　

88　

（
奈
良
野
）

岡
下　

榮
吉　
　
　

92　

（
郡
山
）

奥
田　

和
正　
　
　

87　

（
中
戸
切
）

川
原　

ヒ
デ　
　
　

94　

（
上
八
坂
）

月
野　

ス
ガ　
　
　

94　

（
浜
里
）

中
原　

正
武　
　
　

73　

（
西
本
町
）

宮
原　

清
次　
　
　

90　

（
郡
山
）

山
野
地
区

大
川　

政
雄　
　
　

84　

（
上
之
馬
場
）

遠
原　

良
仁　
　
　

86　

（
石
井
）

西
ノ
原　

明
義　
　

85　

（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

濱
本　

キ
ヨ　
　
　

87　

（
崎
山
東
）

久
保
田　

タ
ミ　
　

86　

（
大
島
北
）

中
村　

泰
三　
　
　

86　

（
鳥
巣
下
）

大
塚　

實　
　
　
　

83　

（
須
原
）

長
尾　

シ
モ　
　
　

88　

（
山
之
口
）

丸
山　

充　
　
　
　

83　

（
大
住
）

下
一
ノ
宮　

艶
子　

90　

（
鳥
巣
下
）

髙
木　

武
盛　
　
　

84　

（
湯
ノ
谷
）

中
間　

ユ
ミ　
　
　

94　

（
駅
前
）

西
太
良
地
区

森
田　

文
子　
　
　

97　

（
門
前
）

池
之
上　

泰
男　
　

83　

（
高
塚
）

菱
刈
地
区

一
森　

利
郎　
　
　

72　

（
下
名
）

貴
島　

行
安　
　
　

85　

（
山
下
）

 

寄　

付

宮
田　

カ
ヲ
ル　
　

66　

（
産
野
）

中
園　

ユ
ミ
子　
　

71　

（
楠
原
上
）

木
村　

軍
生　
　
　

68　

（
楠
原
上
）

本
田　

末
津
賀　
　

78　

（
重
留
南
）

飯
園　

純
雄　
　
　

84　

（
下
名
）

下
城　

實　
　
　
　

91　

（
前
目
宇
都
）

前
原　

朝
香　
　
　

78　

（
徳
辺
上
）

前
原　

實
治　
　
　

77　

（
徳
辺
上
）

貴
島　

ア
イ　
　
　

78　

（
川
北
麓
中
）

湯
田　

好
德　
　
　

73　

（
岩
坪
）

本格焼酎・伊佐市誕生ラベル

限定発売中！
伊佐市内の酒屋さんで、
お買い求めください。

大口酒造株式会社
伊佐市大口原田643番地 TEL.22-1213（代）

飲酒は20歳を過ぎてから

南
フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

中
島
美
智
さ
ん
（
京
都
府
）

山
下
キ
ヨ
子
さ
ん
（
愛
媛
県
）

山
本
市
次
さ
ん
（
大
阪
府
）

訂正とお詫び
　広報いさ12月15日号４頁の「市公共施設

の年末年始の休館のお知らせ」で、大口温泉

高熊荘の休館日を誤って掲載いたしました。

　訂正しお詫び申し上げます。

大
口
温
泉
高
熊
荘

12/27
（土）

12/28
（日）

12/29
（月）

12/30
（火）

12/31
（水）

○ ○ × ▲
17時

▲
17時

１/１
（木）

１/２
（金）

１/３
（土）

１/４
（日）

１/５
（月）

× ▲
17時 × ○ ×

 
誕　

生

 

お
く
や
み

広告



広
報

い
さ

　
Ｎ

ｏ
.3　

2009.01.01
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人口のうごき

日　時　１月24日（土）10時～　※雨天決行
場　所　伊佐市下殿瀬ノ上遺跡（日本フードパ
　　　　ッカー鹿児島㈱前、国道２６７号から
　　　　県道鶴田・大口線を曽木の滝方面へ約
　　　　１㎞）
その他　雨天時の雨合羽及び防寒具、飲み物等
　　　　は各自で準備してください。

下殿瀬ノ上遺跡
発掘現場見学会

問い合わせ先　伊佐市立大口図書館
☎㉒０４１７

　

２
０
０
８
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に

「
変
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン

価
格
の
乱
高
下
や
株
価
暴
落
・
円
高
ド

ル
安
な
ど
金
融
情
勢
の
変
動
、
異
物
混

入
に
代
表
さ
れ
る
食
の
安
全
性
に
対
す

る
意
識
の
変
化
、
次
期
米
大
統
領
の
オ

バ
マ
氏
が
掲
げ
た
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」

な
ど
が
代
表
的
な
理
由
の
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
も
っ
と
も
身
近
な

と
こ
ろ
で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
『
伊

佐
市
誕
生
』
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
、
特
集
の
コ
ー
ナ
ー
で
市
民
８

人
の
方
々
に
私
た
ち
の
ま
ち
伊
佐
市
へ

の
〝
想
い
〟
を
書
き
と
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

８
人
の
方
々
が
代
弁
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
〝
想
い
〟
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

こ
れ
か
ら
の
「
伊
佐
市
」
に
活
か
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

○市中行進
時　間　12 時出発

コース　大口ふれあいセンター前～市陸上競技

　　　　場まで（雨天中止）

○式　　典
時　間　13 時

場　所　伊佐市陸上競技場

　　　　（雨天時は伊佐市文化会館）

内　容　オープニングセレモニー（羽月保育園

　　　　児演技）、規律訓練・操法、消防はし

　　　　ご隊のはしご乗り演技・一斉放水（式

　　　　典終了後）

平成 21 年

伊佐市消防出初式
平成21年１月11日（日）

問い合わせ先
市総務課消防防災係

☎㉓１３１１内１１１８

H20.12.1現在 前月比

総人口 31,068 －12

男 14,298 －9

女 16,770 －3

世帯数 14,499 －5


